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1学会ニュｰス1

磁気極性編年尺度設定への動きと提案

先に国際地学連合(Intemationa1UnionofGeo工｡-

9ica1Sdences,略称IUGS)の層位学的命名委員会(Co-

mmissiononStratigraphicNomenc1ature)に設置が要請

されていた磁気極性編年尺度小委員会(Sub-COmmi-

ssiononMagneticPo1arityTimeScaIe)は本年夏カ

ナダで開かれる第24回国際地質学会議(Intemationa1

Geologica1Congress)会議の際IUGSに対して具体的

に提案され本ぎまりとなる見通しとなった.この小

委員会の目的は近年急速に蓄積されつつある地球磁場

逆転の歴史に関する研究成果とその区分である地磁気

の研究における先駆者の名を冠した磁気極性期(Magne-

ticpo1a･ityepochs)か従来の鮮新世以後の層位学的年

代区分と密接な関係をもって地質年代区分の基準とし

て使われ始めた実庸から考えて予想される用語法など

の混乱を防止するための国際的な協定の場とすることに

ありその設置がかねてから要望されていた.

この小委員会の設立については米国プリンストン大

学のHEDB囲G,H･およびソ連邦科学アカデミｰの

M酬NER,V･Y両氏だとの示唆を受け米国ロｰド･ア

イランド大学のWATKlNs,N.D.を中心に準備が進めら

れており設立準備委員(小委員会委員候補)として

次の16名(ソ連邦力)らの2名は未定)が指名された.
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上記のように日本からは東北大学の中川久夫が準備

委員として指名されている.今夏IUGSにおいて磁

気極性編年尺度小委員会の設置が本ぎまりになるとそ

の翌日からこの小委員会は活動を始めることになって

おりその準備として上記16名カ沖心となり関係者

に対して研究成果表(ListOftopics)および研究者名

簿の作成に必要た資料の提出依頼たらびに磁気極性編

年尺度年代学(Chrono1ogy)および命名法に関する

意見の収集依頼が行なわれている.以上のような作業

はこの小委員会が最終的には古磁気学的編年(P外

1eo皿agneticchrono1ogy)の基準とその用語法を定めて

層位学的命名委員会たどに勧告しまたその基準を定期

的に改善することを責務とするものになるであろうと

いう観点に立って進められている.

このようた地質学界の国際的た動きに先立って筆者

はすでにこの問題に関するいくつかの意見を本誌(208号

24～28頁)上で述べておいた.その一部を要約すれば

古磁気学的編年についてはその成立の過程を尊重し

現在すでに使われておりかつ今後とも実用性がもっと

も高い階級の単元に対しては地磁気および関連分野の

先駆者を主とする人名を冠するものとするが単元名と

しての“epOch"はその平均的た長さから見て適当ではな

く“age"とすべきであるということである.おも一

しろいことにわが国の研究者はこのことに気づいてい

たらしく慣用によれば“世"と訳すべき“epoch"に対

して古磁気学的編年の場合に限って一般に“age''の

訳語として使われている“期"を採用しているので周

本語の場合にはこれまでどおりブリュンヌ期松山期

ガウス期およびギノレバｰト期などと呼んでよいことに

なる.

この単元についてもっとも注意しなければならないこ

とは層位学的命名に関する米国委員会(1961)によっ･

て制定された層位学的命名規則(本誌202203号参照)�
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にいう地質学的時間単元(GeO1ogictimeunits)に当る

ものがそれに対庵する時間層位学的単元(Ti㎜ひst･ati-

9raPhicmits)を意識することなくはじめに設定され

たことである.しかしもともと世界各地に分散して

分布する若い火山岩類の熱残留磁気とカリウム･アル

ゴン法による絶対年代の測定に基づいて設定された古磁

気学的編年が深海底堆積物や地表の一般の若い地層に

も適用できることカミ判明した現在においては当然時間

層位学的単元に相当するものが必要になってくる.こ

れについては“期(age)"に対応する“階(Stage)"を

“松山"などの人名の後に付けるのがよかろうというの

が筆者の提案であった(本誌208号参照).また1つ

の期(age)の中の一般的なものと反対の極性を示す時

間に対する地名を冠した“事象(eVent)"の使用は

慣用どおりとするがこれに対応する時間層位学的単元

に相当するものは!つの階の中における時間的基準面

(datu㎜p1ane)あるいは鍵層のようたものとなるので

とくに命名する必要はあるまいとしておいた.

以上の3つの提案については事象に対応する時間層

位学的単元に相当する単元も適当な名称があれば設定

されるべきであるということを除くと現在でも変更の

必要はないと考えている1この新提案については階

より下の階級としてかつて使われたことがある“･0ne"

あるいは“assise"(本誌201号38頁の表3-5参照)

の使用二者択一を迫られるたらば現在公式のものと

して使われていたい“aSSiSe"を使用すべきであろうとい

うことに筆者の考え方は傾いている.“aSSiSe"は副

階あるいは補助階というようた意味の語であり差し当

って適当た訳語が見当らたいが国際的た問題に対する

提案としては訳語の必要はたい.以上一部の改訂

を含めて3つの提案をしたいがこれらを公式の単元と

して使用するには第1語(人名あるいは地名)および

第2語(単元名)の頭文字を大(花)文字にするという

現行の一般の層位学的命名規則に採択されている花文字

書き(Capita1ization)のルｰルを採用すべきであろう.

以上の筆者の提案のうち単元相互の関係を示すと

次のようにたる.

古磁気時間単元

age(期)

eVent(事象)

古磁気層位学的単元

Stage(階)

aSSiSe(訳語未定)

以上に示した単元のカテゴリｰの名称は日本語の方

カミ先にできてしまったカミ英語としては地質学的時間

単元に当る古磁気時間単元には“Paleomagneti･time

unit"をまた時間層位学的単元すたわち時間一岩

石単元(Time-rOckunit)に当る古磁気層位学的単元に

は“Pa1eomagneticstratigraphicmit"を使用すること

を改めて提案したい.

よく知られているように若い火山岩を材料として設

定された磁気極性編年尺度が深海底堆積物にも適用で

きることが実証されてからの進歩は著しく浮遊性有孔

虫帯との関連において最新期白亜紀すたわちメｰス

トリピト期(Maestrichtian)に至るまでの地球磁場逆転

の歴史がすでに明らかにされている(本誌208号22頁

の表3-11参照)が古い方については絶対年代の算

出に大洋底拡大の速度を外延した致宇が使われている肢

どのこともありよく使われているギノレバｰト期までと

は必ずしも同列に扱えない.また上記の表につい

て見ると将来オｰダｰとして世(epoch)および

統(Se･三e･)に相当する古磁気時間単元および古磁気層位

学的単元の設定が要望される可能性がきわめて大きい

ように感じられる｡この場合単元名としては世およ

び統を採用するのが適当であろうがそれに冠すべきも

のについては成案を得るに至っていたい.しかし第

三紀(統)については暁新世(統)～古期(下部)始

新世(統)中～新期(中～上部)始新世(統)漸新

世(統)および中新世(統)にそれぞれおよそ相当す

る古磁気時間単元および古磁気層位学的単元が認められ

るようたのでこれらをそれぞれ磁気暁新世(統)(Ma-

gneticPa1eo二ene)たどと呼ぶことも1つの考え方であ

ろう.この場合およそ鮮新世(統)に当るものを磁

気鮮新世(統)とすることも可能である.ただしこ

の古磁気鮮新世はおよそ560～570万年～90万年前どたり

必然的に古磁気第四紀(MagneticQuarternary)はお

よそ90万年前～現世とたって現行の第四紀とはかたり

異たったものとたる.また古磁気更新世および古磁

気完新世というものは現実には定義しがたいようであ

る.

磁気極性編年尺度を深海底堆積物が発見されていたい

三畳紀以前について設定することは理論的にもまた

技術的にもきわめて困難であるが当面可能な範囲内

についてだけでもその設定の努力を続けることは地質

学の定量化にも欠きた貢献が期待されることであろう.

岩石層位学的単元(RockstratigraPhicunits)と時間層

位学的単元との区別すら明らかでない論文がいまだに

一部の第一線の研究者によって書かれているわが国の地

質学界の現状では以上に述べた最近の磁気極性編年尺

度設定への動きについて行けたい向きも多少あるように

思われる.しかし研究成果の量的な面はさておき�
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質的な面ではわが国の古磁気および関連分野の研究は

決しておくれていないばかりでなく一部には先駆的た

業績として世界的な高い評価を受けているものさえある.

･鉱山地質調査シンポ

ジウム

1.H召洞｣47左ド6月51｣～1411

(月)～(水)

2,Int.Sy㎜PosiumonMine

Surveyin9,MiningGeo･

1ogyandGeometryo壬

��牡�数�楴�

3.ブタペスト(ハンガリｰ)

�����癥�湧��楮最

�����条物慮��湧慮�整��牧楣�卯捩整礬

�慢���敲��畤慰����条特

･国際粘土会議

1.昭和47年6月25目(Ll)～301.1(金)

2.Int.C1ayCon壬erence

3.マドリｰド(スペイン)

4.TheOrganizingComユ〕ユ,SecciondeGeo1ogia,Ciudad

��������楮

･日本地学教育学会

1.昭和47年7月31目(月)～8月6目(火)

2.日本地学教育学会第26回全国大会

3.札幌西高等学校(札幌市琴似町宮の森800番地)

留(011)611-4401

4.日本地学教育学会外3団体

5.北海道札幌市琴似町宮の森札幌西高等学校地学教室内

目本地学教育学会第26回全国大会事務局

留(011)611-4401

･地学団体研究会

1.昭和47年8月2目(水)～5目(土)

2.地学団体研究会第26回総会

3.新潟大学教養部(新潟市五十嵐二の丁)

4.地学団体研究会

5.東京都豊島区南池袋2-32-12埼玉ビル内

地学団体研究会留(03)983-3378

･日本地球化学会

1.昭和47年9月11目(月)～13周(水)

2.地球化学討論会

①有機地球化学の分析化学的語間題

②新鍋元素の沈殿過程

および]般討論･発表

3.宮城教育大学(仙台市荒巻字青葉)

4.日本地球化学会･肩本化学会共催

今回の中川準備委員の呼びかけに対しても多くのすぐ

れた見解が寄せられているものと期待される.

(筆者は燃料部)

5.東京都杉並区高円寺北4-35-8

気象研究所地球化学部内

日本地球化学会事務局留(03)337-1111内線75
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日本化学会

昭和47年10月11目(水)～14目(±)

第27秋季年会(含連合討論会)

化学関係学協会連合研究発表会合同人余

巾京大学(名古屋昭和区八事本町101-2)

日本化学会ほか

東京都千代田区神田駿河台1-5

日本化学会留(03)292-616ユ

･24舳亙汕舳醐加｡胴1Geo互｡gi681Co略re鯛

1.胴和47年8月21目(月)～9月1目(金)

2.第24回万国地質学会議

3､モンドリオｰノレ(カナダ)

4.万国地質学会議組織委員会

������潮本�捲��敲����潯�却�整�

��睡����

･写真測髪学会

1.昭和47年7月23目(目)～8月4目(金)

2.12thCongressoftheInt.SocietyofPho亡｡gramInetry

3.オタワ(カナダ)

��捲��㉃潮杲�������牧礬����

剥��捥���潯�却���睡�慮�愀

･陸地および海洋の地理物理学国際会議

1.昭和48年1月15目～19目

㈮����潮晥�������楣�晴��牴��
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3.シドニｰ(オｰストラリア)

4.OrganisingSecretary,Second工C.αG.E,O"Schoolof

�牴桓捩�捥����物敕����������

��畳��楡

･国際火{活動および関連鉱床生成1二関するシンポジウム

1.H畳和48年9月3目～8目

2.Intemationa1Sy皿pos三umonVo1canislnandAssoci-

慴�������楳
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5､

ブカレスト(ルｰマニア)

ノレｰマニア鉱山石油地質省

Prof.B,A1a1皿san,theMinisterofMines,Petro1eum

慮����

〔注〕1.開催年月2.会合名3.会場4.主催者

5.連絡究(掲載順位は原稿到着順)�


